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新技術の適用事例

フィールドレポート

▊▊はじめに
　九州旅客鉄道株式会社では，国鉄時
代から承継した気動車の老朽取り替え
時期を迎えています。比較的短い非電
化区間を走行している気動車の置き換
えを目的に，平成25年度に実施した
817系改造試作車の走行試験1）の知見
をもとに，『人と地球の未来にやさし
い』をコンセプトとした次世代型電車
であるBEC819系交流架線式蓄電池電
車（愛称名「DENCHA（デンチャ）」）の
開発製造を行い，平成28年10月より
営業運転を開始しました。一連の開発
は，メーカーおよび鉄道総研と共同で
実施したものです。

▊▊DENCHAの概要
　DENCHA（図1）は2両編成で，架
線のある電化区間ではパンタグラフか
らのエネルギーで走行や充電を行い

（架線走行モード），架線のない非電化
区間では車両に搭載した主回路蓄電池
のみのエネルギーで走行します（蓄電
池走行モード）。また，ブレーキ時に
発生する回生エネルギーを主回路蓄電
池に蓄えて再利用可能とすることによ
り，エネルギー損失の少ない主回路シ
ステムを実現しています。
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▊▊主回路の特長
　主回路の大部分は既存の交流電車と
共通としました。最大の特長は，主回
路蓄電池が，主変換装置のインバーター
とコンバーターの中間部である直流ス
テージに直接接続されていることです

（図2）。充放電装置を不要として省ス
ペースとした効果もあり，360kWhの
大容量蓄電池を搭載できました。
　主回路蓄電池は，6セルを1モジュー
ルとしたリチウムイオン電池を72直
列につないだ，公称電圧1,598Vの単
位を1バンクとし，3バンクを並列に
接続して床下に搭載しています。主回
路蓄電池に異常が生じた場合は，主変
換装置からの指令により異常の発生し
たバンクを開放することで，残りの健
全バンクによる運転継続が可能となり
ます。また，運転士が異常を感知した
場合，運転室に設置している緊急遮断
スイッチを扱うことにより手動でも開
放することが可能です。
　営業車両に搭載する従来の蓄電池と
比べて大幅に高電圧としたため，電気
的な安全性も高める必要がありました。
そこで，設計会議で入念な議論を行い，
主回路蓄電池と直列に中間ヒューズを
入れることとしました。
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図1　BEC819系“DENCHA”の外観 図2　BEC819系“DENCHA”の主回路構成

▊▊現車試験の実施
　DENCHAの現車試験2）は平成28年
の4月から8月に実施し，始めに停車
中の急速充電において架線が過熱しな
いことを確認しました。走行開始後は，
さまざまな区間や条件において，消費
電力量や蓄電池の温度上昇を測定しま
した。冬の環境や，蓄電池が劣化した
状態での走行試験は実施できなかった
ため，蓄電池温度を推定できる手法を
構築して性能を評価しました。

▊▊おわりに
　現在，DENCHAは7編成14両にて，
北九州の若松線を中心に営業してお
りますが，引き続き，老朽化した気動
車の置き換えを目的とし，運転区間の
拡大を検討していきたいと考えており
ます。
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